
令和３年度事業報告書 

【本 部】 

 令和３年度はコロナ禍でのこども園としてのスタートとなりました。こども園としての保育・

教育をどのように行っていくのか、また、 保護者とのコミュニケーションをどう構築していく

のかが大きな問題でした。よつば保育園では、感染者の状況によって変わるリスクレベルや非常

事態宣言等を見ながら、保護者の保育室への入室禁止や玄関での受け渡し、また、非接触型の水

道蛇口・手洗い用洗剤・アルコール消毒と色々な対策を考えながら感染防止対策を行ってきまし

た。保育の場面においては、なるべく密にならないようにと考えテーブルの買い足し、テーブル

中央に職員手作りのパーテーションと出来ることは行ってまいりました。保育自体が３蜜になら

なければやっていけない状況なので、保育士も大変な心労でした。また、コロナ禍での退職も出

て職員の確保にも頭を悩ませる事態でした。こんな中、職員応募にも変化が出てきました、これ

までは、ハローワークや、知人からの紹介等で事足りていたのが、令和に入り、入職希望の方

が、紹介会社を通しての面接等になって、一段と経費が増大していくこととなりました。入園児

にも変化が出てきました。育児休暇の充実で、熊本市でも０歳児が定員に満たない園が増えてい

ます。よつば保育園としては、0 歳児の計画入園を取り入れていますので、4 月は、0 歳児が少

ないですが、10 月までに定員以上の園児数を確保しております。令和 3 年度からは、保護者ア

ンケートを実施しております。集計後は、速やかにメールや掲示板に張り出しております。 

 今後も、子どもへの最善の利益を追求してまいります。また、職員の質の向上に努め、健常

児・障がい児の垣根をなくし保育の向上に努めてまいります。 

 令和 3 年度は、理事会は、第 1 回・第 4 回が書面決議で第 2 回・第 3 回は召集して理事会を

開催しております。評議会については、第 1 回・第 2 回とも書面決議で行っております。 

 

 

  

【施 設】 

 年間行事については、別紙添付しておりますが、コロナ禍での行事開催となり地域住民や卒園

児の招待を断念しております。 

 毎年職員に行っている自己評価表に変わり今年度は、職員代表による保育園の自己点検・自己

評価を行うとともに職員満足度調査も行いました。職員満足度調査では、経営者には残念な結果 

も出ていましたが、これから職員にもわかりやすくガラス張りの園になるよう努めてまいりま 

す。 

１．保育 

年間通しての行事には大きな変更等はありませんが、今年度は感染対策を十分に行い健康

管理や体力増進を行ってきました。(2 階遊戯場にボルダリングを設置・農園活動等) 

   家庭との連携強化として、お便り帳や安心安全メールの活用と共に降園時の連絡や報告の 

充実を行いました。 

 



 ２．受け入れ園児について 

    令和 2 年度までは、2 号・3 号園児で 145 名以上でしたが、今年度は、1 号園児の受け 

入れを行った 4 月には 1 号園児 8 名でスタートし 3 月には 12 名となりました。3 月末 

には園児総数 150 名となりました。 

また、障がい児の受け入れも始め今年度は 3 歳児 1 名（軽度）を受け入れております。 

自主的一時預かりは、今年度はコロナ感染拡大防止のため行っておりません。 

 延長保育は 18 時から 19 時までの 1 時間内で１年間延べ 1,091 名が利用しました。 

  

３．給 食 

開園当初から続けています農園作業も職員も園児も慣れてきて播種から収穫まで楽しみ

に行っています。野菜は、２月にジャガイモの植え付けを行い 6 月に収穫します。5 月に

サツマイモの苗の植え付けを行い 10 月に収穫します。また 9 月の第 1 週に大根の種まき

をして 11 月中旬に収穫しました。今年度は、2 歳児以上のクラスでグリンピース・人

参・きゅうり・ほうれん草も栽培し自分たちで育てた野菜なので嫌いな人参も我慢して食

べました。今年は、栄養士が 3 名調理師 2 名の 5 人で担当することになり、このうち 2 名

は、子育て支援員の資格も持ち園児たちに寄り添った給食作りが出来ています。また、熊

本市の献立表を使用していますが、誕生会の時は創意工夫をして味付けや形にも変化をつ

けて提供しています。 

    近年はアトピーやアレルギーの子ども達が増えてきたので、保護者、栄養士、クラス担 

任、主幹及び副園長を交え話し合いを設け除去食等も積極的に取り組んでいます。 

 

４．安全管理  

登降園時の交通安全、災害訓練（消火・避難）、不審者に対する訓練、散歩先で 

の交通安全を実施しました。特に熊本地震の後、子ども達が過敏になっているので、そこ 

に配慮しながら訓練をおこないました。 

 

５．保健衛生管理  

児童及び職員の健康診断、歯科検診などによる健康管理に配慮し、次亜水の蛇口を給食 

室・調乳室、木浴室、園庭の足洗い場に設けています。食中毒の予防対策として手洗いや 

うがいを励行しました。調理においては、食品衛生法に基づく指導基準を守り、食中毒を 

起こさないよう衛生面に注意しました。特に今年は、コロナ感染予防のため、手洗いやう 

 がい、手指の殺菌などは重点的に実施しました。 

 

６．地域との交流 

   託麻東校区内小山 3 町内子供会や老人会との交流を予定しておりましたが、去年に引き 

続きコロナ感染拡大防止のため中止しております。 

    主な交流会 

     ・6 月  運動会への卒園児招待(小学生) 

     ・8 月  観劇会(卒園児小 1) 

     ・10 月 秋祭り会(近隣住人・卒園児) 

     ・12 月 餅つき (老人会) 


